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■
寄
稿
コ
ラ
ム

活
躍
の
裏
側
に
は
、
ど
ん
な
時
間
が
流
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

第
30
期
役
員・議
員
の
皆
さ
ま
の「
仕
事
を
離
れ
た
ひ

と
と
き
」に
焦
点
を
当
て
、趣
味
や
関
心
、日
々
の
過
ご

し
方
な
ど
か
ら
、
人
と
な
り
、
価
値
観
に
迫
り
ま
す
！

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
心
が
動
く
理
由
」

　私
は
昔
か
ら
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
が
好
き
だ
。
人
が
何
か
に
挑
み
、
壁
に
ぶ
つ
か

り
、
そ
れ
で
も
前
へ
進
も
う
と
す
る
姿
を
見
る
と
、
胸

の
奥
が
熱
く
な
る
。
原
点
は
、
お
そ
ら
く
沢
木
耕
太
郎

の
『
深
夜
特
急
』
だ
っ
た
。
香
港
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
、

飛
行
機
を
使
わ
ず
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
横
断
す
る
旅
。

マ
カ
オ
で
は
欲
に
飲
ま
れ
、
イ
ン
ド
で
は
生
き
る
こ
と

の
本
質
に
触
れ
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
順

風
満
帆
な
冒
険
で
は
な
い
。
恐
れ
、
迷
い
、
葛
藤
し
な

が
ら
も
、一
歩
を
踏
み
出
す
人
間
の
姿
だ
。
ペ
ー
ジ
を

め
く
る
手
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
は
、「
旅
」
で
は
な

く
「
人
間
」
を
読
ん
で
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　最
近
、
同
じ
よ
う
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
が
、

『
タ
イ
ム
レ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
』

通
称
「
タ
イ
プ
ロ
」
で
あ
る
。
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

tim
elesz

の
現
役
メ
ン
バ
ー
自
身
が
、
自
ら
の
手
で
新

た
な
仲
間
を
選
び
取
る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
追
っ
た

N
etflix

作
品
だ
が
、こ
こ
に
あ
る
の
は
単
な
る
選
抜
劇

で
は
な
い
。
1
8
，9
2
2
人
か
ら
わ
ず
か
5
人
へ
と
絞

ら
れ
て
い
く
過
程
で
、
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
挑
戦
者

と
審
査
者
、
双
方
の
人
間
ド
ラ
マ
だ
。

　限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
若
者
た
ち
は
自
ら
の
可
能

性
に
賭
け
る
。
合
宿
生
活
を
共
に
し
、
同
じ
釜
の
飯
を

食
べ
、
励
ま
し
合
い
、
時
に
ぶ
つ
か
る
。
ラ
イ
バ
ル
で

あ
り
な
が
ら
仲
間
に
な
っ
て
い
く
関
係
性
は
、
見
て
い

て
胸
を
打
つ
。
か
つ
て
私
は
「
ア
イ
ド
ル
」
と
い
う
存

在
を
ど
こ
か
軽
く
見
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
裏
に
あ

る
努
力
の
密
度
と
、
自
己
を
削
る
よ
う
な
鍛
錬
の
連
続

を
知
り
、
認
識
は
一
変
し
た
。

　印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
チ
ー
ム
と
い
う
存
在
の
難
し

さ
だ
。
自
分
だ
け
が
優
れ
て
い
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
な

い
。
全
体
の
完
成
度
を
高
め
る
た
め
に
、
で
き
る
者
が

で
き
な
い
者
を
教
え
る
。一
方
で
、「
自
分
の
た
め
に

集
中
し
た
い
」
と
い
う
葛
藤
も
教
え
る
側
に
生
ま
れ
る
。

そ
の
狭
間
で
揺
れ
る
姿
は
、
ど
こ
か
私
た
ち
の
日
常
と

も
重
な
る
。
さ
ら
に
心
を
打
た
れ
た
の
は
、「
選
ぶ

側
」
の
苦
悩
で
あ
る
。
長
い
時
間
を
共
に
す
れ
ば
、
当

然
情
が
移
る
。
そ
れ
で
も
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
人
を
選
ぶ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
う
問
い
に
、

明
確
な
答
え
は
な
い
。
落
と
す
側
が
涙
を
流
す
場
面
に
、

人
が
人
を
評
価
す
る
こ
と
の
重
さ
を
見
た
。

　自
信
に
満
ち
て
い
た
者
が
崩
れ
落
ち
る
。
控
え
め

だ
っ
た
者
が
覚
醒
す
る
。
経
験
の
浅
い
者
が
、
あ
る
瞬

間
か
ら
急
激
に
輝
き
始
め
る
。
人
は
、
こ
ん
な
に
も
変

わ
る
の
か
。
そ
し
て
深
い
。
そ
の
事
実
に
、
何
度
も
圧

倒
さ
れ
た
。

　私
た
ち
は
皆
、
脚
本
の
な
い
物
語
を
生
き
て
い
る
。

予
定
通
り
に
進
む
こ
と
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
。
壁
に
ぶ

つ
か
り
、
迷
い
、
立
ち
止
ま
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
と

き
に
ど
ん
な
選
択
を
す
る
か
で
、
物
語
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
教
え
て
く
れ
る

の
は
、
特
別
な
誰
か
の
話
で
は
な
い
。
そ
こ
に
映
る
の

は
、
い
つ
で
も
「
自
分
自
身
の
可
能
性
」
だ
。
だ
か
ら

私
は
、
ま
た
次
の
物
語
を
探
す
。
そ
し
て
少
し
だ
け
、

明
日
を
前
に
進
め
よ
う
と
思
う
。 ブランド戦略コンサルタント
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吉
村 

直
樹

な
で
し
こ
未
来
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
が

常
任
委
員
会
と
な
り
ま
し
た

　去
る
3
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た

定
例
常
議
員
会
・
通
常
議
員
総
会

に
て
、
な
で
し
こ
未
来
デ
ザ
イ
ン
委

員
会（
旧 

女
性
経
営
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
特
別
委
員
会
、
委
員
長 

ミ
カ
ワ

薬
品
（
株
）
代
表
取
締
役 

三
河
佐

知
子
氏
）
の
常
任
委
員
会
新
設
の
件

に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
委
員
9
名
に

変
更
は
無
く
、
今
後
は
さ
ら
に
独
自

企
画
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

な
お
常
任
化
し
て
初
め
て
の
イ
ベ
ン

ト
は
6
月
10
日
に
当
所
に
て
開
催

予
定
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

永
年
勤
続
役
員
議
員
表
彰（
30
年
表
彰
）

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　去
る
3
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
、

日
本
商
工
会
議
所
通
常
会
員
総
会
に

お
い
て
、
2
0
2
6
年
3
月
期
の
日

本
商
工
会
議
所
表
彰
が
実
施
さ
れ
、

永
年
勤
続
役
員
議
員
表
彰
（
30
年
表

彰
）
の
部
門
に
て
、
当
所
会
頭
吉
村

直
樹
氏
（
マ
リ
ン
フ
ー
ド
（
株
） 

代
表

取
締
役
）、同
常
議
員
阪
上
昇
一
氏（
蛍

池
商
店
会 

会
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
さ
れ
、
3
月
25
日
開
催
の
当
所
定

例
常
議
員
会
・
通
常
議
員
総
会
に
て

そ
の
受
賞
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 ▲ 吉村会頭より委嘱状を受け取る三河委員長

▲ 大路副会頭より賞品を授与される吉村会頭

▲ 吉村会頭より賞品を授与される阪上常議員

▲ 写真は奈良興福寺の仏頭

は
じ
め
ま
し
て
！

郷
土
資
料
館

「
と
よ
み
ゅ
ー
」
で
す

　私
が
考
古
学
を
志
し
た
の
は
悪

童
だ
っ
た
小
学
生
の
頃
。
市
に
奉

職
し
て
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
豊
中

に
博
物
館
を
と
い
う
思
い
は
変
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て
令
和

へ
と
時
が
流
れ
て
、
庄
内
栄
町
に

待
望
の
博
物
館
と
し
て
郷
土
資
料

館
が
産
声
を
あ
げ
た
の
は
、
四
年

前
の
秋
で
す
。
幸
い
に
も
市
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
来
館
さ
れ
、
豊

中
市
の
歴
史
展
示
を
ゆ
っ
く
り
楽

し
ん
で
い
る
光
景
に
は
感
激
し
ま

し
た
。

　「
と
よ
み
ゅ
ー
」
と
い
う
愛
称

も
決
ま
り
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
お
よ

そ
四
年
が
た
っ
て
市
内
の
小
中
学

校
に
よ
る
見
学
の
受
入
れ
や
高
等

学
校
と
の
連
携
事
業
な
ど
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

も
今
で
は
日
常
的
な
風
景
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　常
設
展
示
で
は
、
マ
チ
カ
ネ
ワ

ニ
が
ゆ
う
ゆ
う
と
歩
い
て
い
た
約

五
十
万
年
前
の
世
界
か
ら
、
卑
弥

呼
の
時
代
に
用
い
ら
れ
た
有
名
な

庄
内
式
土
器
や
桜
塚
の
豪
族
た
ち

の
武
器
、
貴
族
の
荘
園
が
広
が
り

戦
国
の
争
い
の
舞
台
と
な
っ
た
時

代
の
古
文
書
、
新
し
く
は
鉄
道
の

開
通
に
よ
っ
て
市
域
が
農
村
か
ら

「
ま
ち
」
に
な
っ
て
い
く
様
子
な

ど
、
市
の
歴
史
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

講
座
や
史
跡
散
策
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
「
と
よ
み
ゅ
ー
」へ
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

父
Ⅴ　父

の
古
い
次
の
文
章
が
あ
る
。

「
三
十
才
の
頃
名
古
屋
の
町
角
で 

売
卜
者
に
占
っ
て
も
ら
っ
た
。
実

業
界
に
身
を
お
く
べ
き
か
、
文
学

の
世
界
か
。
彼
は
筮
竹
を
動
か
し

た
末
に
言
っ
た
。
貴
方
は
両
方
と

も
お
や
り
な
さ
い
」
。

　父
は
二
つ
の
道
を
貫
い
た
。

　ボ
ク
が
中
学
生
の
頃
、
休
日
に

な
る
と
家
族
で
奈
良
飛
鳥
の
地

へ
、
ド
ラ
イ
ブ
で
連
れ
て
行
か
れ

た
。
二
上
山
や
春
日
山
等
だ
。
父

は
当
時
62
才
位
。
同
人
誌
大
阪

作
家
、
豊
中
文
学
に
書
き
継
い
で
、

70
才
で
「
飛
鳥
の
悲
唱
」
を
出
版

し
た
。
無
名
の
作
者
だ
が
、
永
井

路
子
、
田
辺
聖
子
等
の

作
家
か
ら
多
数
の
お
手

紙
を
頂
戴
し
た
。
東
京

に
住
む
異
母
姉
が
、
晩

年
同
好
の
士
と
飛
鳥
を

探
索
し
て
い
た
。
僕
の

長
女
も
、
一
時
住
居
を

奈
良
に
移
し
た
。
父
の

血
だ
ろ
う
か
。

　元
号
諮
問
委
員
で
『
平
成
』
決

定
の
時
、『
修
文
』
を
提
出
し
た

九
州
大
学
故
目
加
田
誠
名
誉
教
授

は
、
東
大
文
学
部
以
来
の
親
友
だ
。

栄
吉
の
『
飛
鳥
の
悲
唱
』
を

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
に
推
薦
頂
い

た
が
、
時
代
考
証
が
困
難
で
果
せ

な
か
っ
た
。

　先
生
か
ら
弔
辞
を
頂
い
た
。

　「
正
義
感
が
強
く
、
妥
協
の
出

来
ぬ
人
で
あ
っ
た
。
情
こ
ま
や
か

で
思
い
や
り
が
あ
っ
た
。
心
持
ち

を
表
わ
す
の
が
照
れ
臭
い
の
は
、

都
会
人
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ

な
い
」
。

　父
は
旧
制
早
稲
田
中
学
出
身
で
、

在
職
中
の
書
道
家
会
津
八
一
氏
に

長
く
傾
倒
し
て
い
た
。

（
続
く
）

と
よ
な
か
五
十
万
年
の
歴
史 

①

豊
中
市
立
郷
土
資
料
館
元
館
長  

清
水 

篤

情報File
豊
中
市
環
境
指
導
課
か

ら
の
お
知
ら
せ

【
化
管
法
と
府
条
例
に
基

づ
く
化
学
物
質
の
届
出

に
つ
い
て
】

　化
学
物
質
に
よ
る
環

境
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

た
め
、
化
管
法
や
条
例
で

指
定
さ
れ
た
化
学
物
質

を
1
年
間
に
1
ト
ン
以
上
取
扱
う

等
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
事
業
所

は
、
環
境
へ
の
排
出
量
や
移
動
量
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
の
届
出

が
必
要
で
す
。

★
届
出
期
間 

■
化
管
法
：
4
月
1
日
〜
6
月
30
日 

■
府
条
例
：
4
月
1
日
〜
9
月
30
日 

■
お
問
合
せ
先

豊
中
市
環
境
指
導
課

電
話 

0
6
‐
6
8
5
8
‐
2
1
0
5

新コーナー

新コーナー
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